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参加者

40,206 人
うちリアル参加者 23,448人 前回比倍増

リアル参加者のうち海外 24％

多様なプレイヤーが、世界から東京に集う
Startups, Investors, Corporations, Universities, Students, and more

サステナブルな都市をテクノロジーで実現

〈24,764人〉

出展スタートアップ

434社

うち海外 60％

〈328社〉

アンバサダー

224社

〈75社〉

〈 〉内は前回実績

参加VC･投資家※

635社

〈288社〉

商談

3,485＋

〈1,377〉

〈26,746人〉

※CVC、金融機関等含む

82の国・地域 321都市

参加国・都市

〈67の国・地域 293都市〉
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都市の「サステナビリティ」を複合的な切り口から議論
多様なテーマ（Infrastructure, Environment, Living, Culture, Impact)

セッション

47 ・未来の都市を構想する

・テクノロジーの未来を語る

・スタートアップを育む

【テーマ】登壇者

156名

女性 40% 以上

海外 40％ 以上

SusHi Tech Challenge

43の国・地域から507社が応募

学生チーム

「ITAMAE」

セッションやピッチを主体的に企画

オープン・フラットな交流からイノベーションを生み出す
大企業やスタートアップなど多様な主体による交流と出会い

パートナーイベント

68件

（参加者15.2万人＋）

〈28セッション〉 〈68名〉

〈35の国・地域から338社〉 〈29件 約1.1万人〉

〈 〉内は前回実績

協賛企業

29社

〈18社〉

メディア

96社

〈74社〉
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SusHi Tech Tokyo 2024 Global Startup Program概要

Sustainable High City Tech Tokyo
持続可能な新しい価値を生み出す。

世界が直面する課題へ立ち向かうためのテクノロジーやアイディアが集結

SusHi Tech Tokyo 2024

合計60万人超が参加

「自然」と「便利」が融合する未来の都市モデル
を東京から発信するショーケースイベント

アジア最大級のスタートアップイベント 五大陸から都市のリーダーが集う国際会議

３



※ 会場とオンラインのハイブリッド開催

ビジョン

開催日時

主会場

プログラム

料金

世界共通の都市課題解決に向けた国内外スタートアップエコシステムとの"まだ見ぬ出会い"を
創出するアジア最大規模・日本で唯一のグローバルイノベーションカンファレンス

2024/5/15 午前10時30分～午後6時30分
2024/5/16 午前10時～午後6時30分

東京ビッグサイト 西展示場1・2ホール

• セッション（世界的著名人、スタートアップ企業、国内外企業、投資家、有識者等が登壇）
• ピッチコンテスト「SusHi Tech Challenge 2024」（国内外のスタートアップが登壇）
• ブース・パビリオン展示（スタートアップ、国・都市、協賛企業、学生等による出展）
• 商談スペース、VCパビリオン
• パートナーイベント等

【 Early Bird 】 投資家Pass 30,000円、一般Pass 10,000円、学生Pass 1,000円
【 Regular  】 投資家Pass 60,000円、一般Pass 20,000円、学生Pass 2,000円
※オンライン無料

※ 都内を中心に海外も含めて68か所で開催

SusHi Tech Tokyo 2024 Global Startup Program概要SusHi Tech Tokyo 2024 Global Startup Program概要
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Impact（社会課題解決）

持続可能な新たな都市像へと導く

持続可能性を実現する５つのテーマ

前回テーマの「Infrastructure」「Environment」「Living」「Culture」に加え、インパクト投資
など社会課題解決に関する注目度の高まりから、新たに「Impact」をテーマとして追加

SusHi Tech Tokyoを形作る５つのテーマ

「社会課題の解決」と「経済的な成長」を
両立し、ポジティブな影響を社会に与える

【主な関連分野】

環境・エネルギー

医療・福祉・食

農業・教育・

子育て

ファイナンシャル

インクルージョン
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延べ参加者数 40,000人超 ※前年比 ＋13,000人、リアルの参加者は倍増

区分 2024 2023 増減

リアル参加者
23,448

day１：12,516
day２：10,932

11,167
day１：5,584
day２：5,583

12,281
（＋110.0％）

オンライン視聴
16,758

day１： 7,926
day２： 8,832

15,579
day１：8,743
day２：6,836

1,179
（＋7.6％）

計 40,206 26,746 13,460
（＋50.3％）

Global Startup Program 参加者等実績Global Startup Program 参加者等実績
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アジア

52.1%

14.6%
1.1%

15.7%

1.8%

2.2%

0.7%

11.8% アジア

北米

中南米

ヨーロッパ

オセアニア

中東

アフリカ

その他/不明

■海外内訳

スタートアップ

20.2%

イノベーション関連事業者

13.5%

VC・投資家等

7.5%大企業

25.5%

6.1%

13.6%

6.3%

0.9%

6.4%

スタートアップ

イノベーション関連事業者

VC・投資家等

大企業

中小企業

行政等

学生

メディア

その他

来場者 出展者等 計

国内 11,516人 6,384人 17,900人
(76%)

海外 3,684人 1,864人 5,548人
(24%)

計 15,200人 8,248人 23,448人
(100％)

■国内外内訳

■属性

リアル参加者の内訳リアル参加者（ビッグサイト来場者）の内訳
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• 未来の都市：人々から愛される、サステナブルでおもしろい未来の都市とは？

• オープンイノベーション加速に向けて、企業理念・Purposeが果たす役割

• 災害に向けた都市の強靭化：デジタルツインを活用した災害対応 ほか

未来の都市を構想する

テクノロジーの未来を語る

スタートアップを育む

• 日本のエンターテインメント進化：日本のエンタメはグローバルでどう戦うか

• モビリティの次なる未来-現実解としてのソリューションと近未来のチャンス

• 2024年の炭素除去の状況：新興リスクとアーリーリワード ほか

• 世界トップレベルのスタートアップ・エコシステム形成に向けた官民の取組

• アジア/日本からのインパクト投資とイノベーションの拡大

• 成功を加速する：スタートアップエコステムを率いるグローバルリーダーたち ほか

セッション

3つの大きなテーマを軸に、様々なプレゼンテーションやディスカッションを披露。全4ステージ47
セッション、156名が登壇（21か国36都市 女性・海外4割以上）

9

国内外の様々な分野のリーダーや有識者が登壇し、都市の未来を議論
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ピッチコンテスト「SusHi Tech Challenge 2024」

世界43か国・地域から507社が応募。5/15にセミファイナル20社(日本9社、海外11社)、5/16にファ
イナル７社が会場で競った。株式会社ファーメンステーションが最優秀賞(賞金1,000万円)を受賞。

賞 受賞企業

清水建設 CancerFree Biotech

Global Digital Innovation 

Network
Entomal Biotech Sdn Bhd

住友不動産 株式会社ファーメンステーション

東京きらぼしフィナンシャルグループ 株式会社ファーメンステーション

東京建物 株式会社ファーメンステーション

三井不動産 BUYO Bioplastics Company Limited

三菱地所 株式会社ファーメンステーション

森ビル 株式会社ファーメンステーション

中央日本土地建物 株式会社クールイノベーション

ポケトーク Degas株式会社

東京都

Entomal Biotech Sdn Bhd

E-Port Pte. Ltd.

BUYO Bioplastics Company Limited

CancerFree Biotech

■SusHi Tech Challenge 2024 特別賞

■SusHi Tech Challenge 2024 ファイナリスト
Entomal Biotech

Sdn Bhd
株式会社

クールイノベーション
BUYO Bioplastics 

Company
株式会社

ファーメンステーション
CancerFree Biotech E-Port Pte. Ltd. Degas株式会社

Yanni Ching Dan Chang Hanh Do Lina Sakai Po Chen James Kim Doga Makiura

ピッチコンテスト「SusHi Tech Challenge 2024」
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SusHi Tech Award/富山県の冷凍寿司

SusHi Tech Award 受賞企業

Innovative Startup
製品・サービスが革新的と思われる

スタートアップ

エイターリンク株式会社

at FOREST株式会社

Forsea foods

株式会社JOYCLE

株式会社OUI

Global Startup
グローバル展開する実力・ポテンシャルを持って

いると思われるスタートアップ

Choira Musictech Private Limited

eMotion Fleet

株式会社ファーメンステーション

株式会社Glocalist

Pi-xcels

Fantastic Startup
目を引く/関心を引く展示・プレゼン

内容をしているスタートアップ

株式会社BULL

デイブレイク株式会社with富山県

株式会社ICOMA

ImpacFat

株式会社New Innovations

特別展示（富山県 冷凍寿司）

「Fantastic Startup」として受賞

「寿司」をブランディング戦略の核に位置付けて

いる富山県とSusHi Tech Tokyo 2024とのコラボ

が実現。

富山の老舗魚問屋と特殊冷凍技術を有する都内

スタートアップの協力により、会場内で５月に

「氷見の寒ブリ」の寿司を提供。

出展スタートアップの中から、優れたスタートアップを「SusHi Tech Award」として表彰
一般来場者やアンバサダーの投票により、受賞企業を選定

優れたスタートアップ展示を「SusHi Tech Award」として表彰
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■スタートアップ企業 ■デモスペース

ブース・パビリオン展示32の国・地域から434社のスタートアップが優れた技術を展示（海外６割）
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大企業によるパビリオン大企業が世界に向けたオープンイノベーションの取組を展示
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小池知事とSITのアマンダCEO

LA FRENCH TECHStartup Island TAIWAN

Hong Kong ISRAEL

台湾、香港、フランス、スイス、イスラエルの５つの国・地域がパビリオンを設置５つの国・地域が特徴的なパビリオンで各エコシステムを展示

Swisstech.
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関西パビリオンシンボルオブジェ

All Japan Eco System エリア（全国との連携）国や全国の都市と連携し、オールジャパンのエコシステムエリアを設置

愛知パビリオン

東京パビリオン 自治体ブース・ミニステージ
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商談、VC/Investorパビリオン

事前のビジネスチャットや面談予約が可能なマッチングプラットフォームを提供し、参加するスタート
アップ、VC・投資家、大企業等を中心とした商談を促進
新たな試みとして、スタートアップとVC・投資家をマッチングする「VC/Investorパビリオン」を設置
（参加VC数31社）

■商談件数 3,485件以上 ※出展者へのヒアリング調査（482団体中181団体が回答）により集計

（会場内の交流スペース） （VC/Investorパビリオン）

場内各所、VCパビリオン等で3,000を超える商談が行われた
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学生企画「ITAMAE(Innovative Technology Academic MAEstro)」学生が主体となり、セッションやブース展示、イベントを実施

学生運営メンバー：ITAMAE（Innovative Technology Academic MAEstro)

■展示ブース

■セッション ■ワークショップ

■ピッチコンテスト

「”起業”を学生のキャリア選択肢に入れてもらうきっかけに」をテーマにパビリオンを設置。セッション
やワークショップ、ピッチコンテスト、学生団体等のブース展示を実施。パートナーイベントも開催
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MOU締結

台湾及びタイと、スタートアップエコシステム
の推進等に関する相互連携に向けた覚書を締結
（海外政府関係機関と初の覚書の締結）

タイ国家イノベーション庁（NIA）5/17FRI

Startup Island TAIWAN（SIT）5/16THU

SusHi Tech を機に、アジアとの交流が進展

Choira（インド企業）ブース

Pi-xcels（シンガポール企業）ブース

学生とアジアのスタートアップが交流するイン
ターンを実施。武蔵野大学の学生８名が、アジ
ア企業３社の通訳等のサポートを行った。
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５月15日、ヘルシンキ市・ナイロビ市がピッチを行い、グローバル展開を見据えるスタートアップ等

約170名が聴講。その後 両都市とミートアップを実施

ヘルシンキ市 ナイロビ市

◼ 課題 ”環境負荷低減”

◼ 同市のエコシステム等

✓ ラウラ氏（国際部長）ほか

◼ ヘルシンキ市と東京のスタート

アップ（７社）によるミート
アップ

◼ 課題 ”洪水時の情報発信”

◼ 同市のエコシステム等

✓ パトリック氏 (都市計画チーフオ
フィサー）ほか

◼ ナイロビ市と東京のスタートアップ

（８社）によるミートアップ

➡リバースピッチを踏まえ、5月20日に実証参加スタートアップを募集開始

秋以降、現地で実証開始予定

リバースピッチ（ナイロビ市）リバースピッチ（ヘルシンキ市） ミートアップ（ヘルシンキ市） ミートアップ（ナイロビ市）

リバースピッチ（シティーリーダーズプログラムとの連携）都市課題を議論するリバースピッチを開催（シティ・リーダーズプログラムと連携）
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パートナー

Gold Partners

Silver Partners

Basic Partners 協力・特別協力

前回を大きく上回る29社が協賛
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アンバサダー

国内外で224のスタートアップを支援する企業・組織にアンバサダーに就任いただき、本イベントの
広報や参加者募集、機運醸成などに貢献いただいた。

国内外200を超えるアンバサダーが参画
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パートナーイベント

SusHi Tech Tokyo2024の前後2週間を中心に他イベントとの連携（相互の広報・PR協力）を企画

パートナーイベントとの相乗効果により熱量が高まり、大いに盛り上がった。海外の参加者に都内観光

名所や都施設等を案内するサイトビジットツアーも実施し、世界へ東京の魅力を強く発信した。

■パートナーイベント（一部抜粋）

68のパートナーイベントと連動（延べ参加者 15万２千人以上※）

※１件は2024年７月下旬開催予定
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TIB Global Day

■TIBの新規取組発表
(JAM, STUDIO, FAB, SHOP, 
新規プロジェクト支援事業「CATAPULT」)

■グローバルプレイヤーが
今後のTIBとのコラボレーションを発表

（Plug and Play, Startup Island Taiwan, 
WE AT)

■タイNIAとMoUを締結

海外団体主催パートナーイベント

14 Tue. 16 Thu. 17 Fri.15 Wed.

北欧×東京交流イベント[5/14]

アジア7か国連携イベント（240名参加）[5/14]

海外20都市が取組をPR・交流

TIBのグランド・オープンを記念した３夜連続のネットワーキング・イベント

Tokyo Innovation     NIGHTS
5/14 Japan Pop Stage

15 Techno Stage
16 Old Meets New Stage

MAY.

[Night]

(上記ネットワーキング・
アフターパーティを含め

3夜で1,186名参加)

（471名参加）SusHi Tech 参加者の交流

協賛社、アンバサダーNetworking[5/15]

After Party[5/16]

Tokyo Innovation Base(TIB)との連動

SusHi Tech 2024に合わせグランドオープンしたTIB（Tokyo Innovation Base）と連動し、Global 
Startup Program 開催前の5/14から開催後の5/17にかけて集中的にイベントを展開

TIBと連動し、集中的にイベントを展開（計約2,000名が参加）

拠点間でシャトルバスを運行し相互誘客
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会場全体の様子SusHiとサステナブルをモチーフにしたクールな会場装飾
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オープニングOpening： SusHi Tech Tokyo に込めたコンセプトを伝える

・「SusHi Tech Tokyo」は、サステナブルな都市をハイテクノロジーで実現する大きなコンセプト

・サステナブルな暮らしのヒントは「江戸」。そのDNAを受け継いでいることは東京の大きな強み

・色とりどりのポテンシャルを活かし、イノベーションを生み出す東京ならではのエコシステムを作っていく

・SusHi TechにあわせTokyo Innovation Base（TIB）グランドオープン。365日いつでもプレイヤーを繋ぐ

オープニング映像の上映に続いて、小池都知事が登壇しオープニングスピーチを行った。
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クロージング/次回Closing：毎年５月はSusHi Tech

SusHi Tech Challenge 2024 の表彰式を実施。その後、小池都知事によるクロージングスピーチ
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【次回イベントに向けた改善点】
• マップが見にくくステージや面談場所がわかりにくかった。

• HPやアプリはじめ、少し情報の取得がしずらかった。

• アプリが重くてなかなか開けず、どこに行きたいブースがあるか探すのは大変だった。

• 入場にちょっと時間がかかったかなと感じました。他展示会・イベントがやっているように、
数か所パス券発行場を設けるなどもありかな？と思った。

• VCパビリオン等セッションのタイムテーブルが統一されると更に見やすくなると思った。

• もっといろんな大学の生徒が来ても良いと思う。

• 体験型のオプションがもう少し欲しかった。

アンケート結果（5月末時点）

【本イベントを評価いただいたコメント】
• 国際性が高く、イベントの希少性と貴重性が高い。

• 老若男女、外国の方も含め、多様性があり、活気もあって、ネットワーキングの
前向きな雰囲気があってよかった。

• 世界中のスタートアップエコシステムプレイヤーと議論できる点が大変魅力的であった。

• 世界の最新のトレンドを一か所で学ぶことができるメリットは大きい。

• 前回よりスタートアップブース、セッション、会場の雰囲気どれもよかったと思う。

• 昨年も参加させていただきましたが、全般的に、昨年より良かったと感じた。

• オンラインでの参加であったが、何れのプログラムも登壇者がよく、聴く価値はあった。

34%

46%

16%

3%

1%

全体（1,345人）

33%

46%

17%

3%

1%
来場者（1,139人）

大変満足 満足 普通 不満 大変不満

39%

50%

9%
1%

1%

出展者（206人）

アンケート回答者の約8割が「大変満足」又は「満足」を選択、評価のコメントも多数確認
一方で、会場・運営面、特にウェブサイトやアプリ、現地のマップを含めたUI/情報発信では改善必要

来場者アンケートの結果を次回に生かす
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SusHi Tech Tokyo 2024 Global Startup Program実行体制

職名 所属等

委員長 東京都 副知事

副委員長 東京都 スタートアップ・国際金融都市戦略室長

委員 一般社団法人 日本経済団体連合会 常務理事

委員 公益社団法人 経済同友会 常務理事・政策統括

委員 一般社団法人 新経済連盟 事務局長

委員 東京商工会議所 常務理事

委員 一般社団法人 日本ベンチャーキャピタル協会 会長

委員 一般社団法人 スタートアップエコシステム協会 代表理事

委員 一般社団法人 スタートアップスタジオ協会 代表理事

■ 主催：SusHi Tech Tokyo 2024 グローバルスタートアッププログラム実行委員会

■ 運営受託者：デロイト トーマツ ベンチャーサポート株式会社

（参考）

■ メディアパートナー
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